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キ ベリ タテ へ ハ に 関す る 知見 


EN 会 


El 央 


思 博 3 き 


Some Information on the Camberwell 
Beauty, Nymphalis antiopa. 


By TADAHIRO TAKAKURA 


世界 の キミ さ ミリ タテ へ ハハ 分 布 図 





27 て 0/@ S.S と た . 
研 節 的 移住 地域 


Lt. Col. Error の 論文 に 現れ な い 産 地 は 下記 の 通り : 
北西 アブ フ リカ, ブータン, グ ワ テマ プラ, ベネ ズ エ ジブ 


キ ペ リタ テハ (Nymbhalis antioba) は 日 本 で は 中 肖 


以 東 の 本 州 山地 と , 北海 道 に 産 する 年 1 回 発生 の 蝶 で 


あり , その 習性 ・ 周 年 経過 は 他 の タテ ハ 類 と 似 た 点 が 
多い . 
一 方 , この 蝶 の 世界 に お ける 分 布 を 見 る と , 旧 北 区 





の 温 芝 ・ 亜 実 帯 に 広く 分 布 し , 西北 アフ リカ に も 産 す 


る . 更に , ア ラス カ を 経て 新 北 区 に も 広い 分 布 を が し , 
旧 北 区 と 異 っ て 遂 か に 南下 し て 中 米 グ ワ テ マラ , オン 
ドゥ ー ラ ス の 山地 や ベネ ズ エ ラ の 高地 に さえ も 分布 す 
る こと と が 知ら れ て いる (地図 参照 ). 

然し な が ら , と の よう 珍しく 広大 な 地域 に わた っ 
て 産 す る 「 キ ベリ タテ ハ 」| と 呼ば れる 蝶 を , それ ぞ れ 
の 地域 で 採れ た 成虫 の 標本 だ け に 頼っ て 分 類 し て , 
簡単 に 亜 種 を 云々 し て よい も の で あろ うか . この 問題 
に つい て , 主として 生態 ・ 生 活 史 の 面 か ら 根 本 的 に 考 
を え ね ば な ら ぬ と する 意見 の 論文 が , 英国 の 昆虫 雑誌 
“The Entomologist”’ (Vol. 89, No. 1122, Nov., ’56) 
に 出 て いる の で , 簡単 に その 要旨 を 紹介 し た いと 思 
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その 論文 は 同誌 270 一 277 頁 に 掲載 され て お り , 筆者 
は 英国 の 退役 陸軍 中 佐 N. ELior 氏 で ある . 所 で , 本 
論 と 入る 前 に 触れ て お きた い が , 彼 は 同 雑誌 (Vol. 
88, No. 1103, Apr. 55) に , “Nymphalis antiopa on 
the Coete Azur” と 題し て , 彼 が 住ん で いる 南仏 地 
中 海岸 附近 の キ ベ リタ テハ の 季節 的 移動 に つい て 述べ 
て いる . と ちら の 方 の 論文 も , 単に 興味 深い ば か り で 
な く , 後に と り 上 げ る 彼 の 研究 と も 関 了 溢 す る の で , 手 
短 か に 内 容 を 説明 す る. 

イギリス 本 国 で は , その 昔 か ら , 甚だ 稀 な 蝶 と し て 
キリ り リタ テハ は 尊重 され て 来 た . そして, イギリス 特 
産 の 個体 は キ べ りな ら ぬ 白い 半 線 を も っ て いる と 信 
ぜ ら れ た 時 代 が あっ た . 然し , 今世紀 に な っ て か ら と 
の 事 は 耕 定 され , 英国 で の 記録 は スカ ン デ ィ ナ ヴィ ア 
半島 か ら の 移住 個 休 (Migrants) の も の で ある と 考 
えら れ た . すなわち , 同じ タテ ハ 科 の アタ ラン タ ア カ 
タテ ハ (Vanessa atalanta) や , ヒメ アカ タテ ハ (VY. 
cardui) の よう と , 海上 を 飛ん で 英国 に 渡る も の と さき 
れ た . と こと ろ が 戦後 ,「 英国 で 稀 に 目撃 , 採 集 さ きれ る キ ペ 
リタ テハ は 決し て その よう に し て 移住 , すなわち 海 を 
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飛ん で 来る の で は な く , スカ ン デ ィ ナ ヴィ アブ 半島 か ら 
琉 木 を 横 ん で 来る 船 に まぎれ て 連れ て 来 ら れる の で あ 
る 」 と の 極め て 有力 な 説 が L. HH. NEWMAN 氏 に よっ 
て 発表 され た . 更に 彼 は Entomologist 誌 (Vol. 88, 
25-27,'55) に , 自説 を 裏書 する も の と し て , スカ ン デ 
ィ ナ ヴィ ブ ア 半 島 で は , この 蝶 は 移住 性 を 有 し な いし , 
世 ら く ヨ ー ロ ッ パ の 他所 で も と の 蝶 は 移住 性 が な いで 
あろ うと 述べ た . 

さて , ErioT 中 佐 は , NEWMAN 氏 の 意見 に は 大 体 
殴 成 で も る が , た ヾ ゞ , と の 蝶 が ヨー ロッ パ で 移住 性 を 
示す よう な 地域 は な いと 考え る の は 早急 で ある と し , 
前 述 の 南仏 で の 観察 に より , 当地 で は 移住 が 季節 的 に 
行わ れ て いる らし いと 述べ て いる の で ある . 彼 は , XN. 
polychloros (仮称 オオ ヒ オ ド シ ) と キ ペ リタ テハ と の 
出現 時 期 の 比較 等 か ら 次 の 如き 結論 を 下 し て いる . す 
な わ ち , この 地方 へ 向け て , 越冬 か ら 覚め た 成虫 が 越 
冬 に 適当 な 低温 地帯 で ある 背後 の フラ ンス ・ ア ルプ ス 
か ら , 3 月 か ら 4 月 へ か け て 移住 を は じ め , 海岸 に 近 
い 暖 い 場 所 で 繁殖 する . そし て , 6 月 上 旬 一 7 月 上 名 
(日 本 より 甚 し く 早 い ! う に 成虫 が 羽化 し , 間もなく フフ 
ラン ス ・ ア ルプ ス へ ( 没 ら く , 乾燥 高温 の 盛夏 の 気候 
を 避け て ) 戻り , そこ で 活動 し , 越冬 し , 翌年 春 再 
び 彼 等 の 生れ 故郷 へ 舞 戻 る の で ある , と . 

前 置き が 大 変 長く な っ た が , 次 に Eror 中 佐 の 最 
近 の 論文 に 入る と と に する . 彼 の 今度 の 論文 は “The 
Strange Case of the Camberwell Beauty” と いう 標 
題 で あり , 世界 の キ ペ リタ テハ の 分 類 に つい て の 意見 
を 述べ て いる . 彼 の 今度 の 道 眼 点 は , 越冬 後 の 個 体 た 
見 られ る 頑 級 の 白化 で ちあ る. 彼 は こと の 現象 が , 越冬 中 
の 新陳代謝 低下 に 関係 ある 生理 的 な も の で あろ うと の 
推論 を 下 し て いる . 彼 は 7 頁 半 の 論文 の うち , と の 「 
貢 白 」 変化 に 殆ど 4 頁 を 費 し て いる の で ある が , と 
で は 要点 の み に 止 め る . 

と の 越冬 後 の 殖 緑 白化 は 旧 北 区 産 の も の に は 例外 な 
く 起 る の で ある . すなわち , 欧 亜 大 陸 産 の N. antiopa 
antiopa, 東南 チベット ・ 西 南 シ ナ 産 の MN. a. yedanula. 
日 本 産 の NV. 2. so の ZS (Sgrrz に は gs の os と ある ) 
な ど が 挙げ けら れる が , これ ら は 皆 年 1 回 発生 で ある . 
と と ころ で , アラ スカ か ら カ ナダ の 大 部 分 へ か け て , 矢 
張り 1 化 性 の も る の が 分 布 し て いる (アラ スカ 産 の も の 
に SErTZ は yperborea と 亜 種 名 を つけ て いる が , 
これ は 大 英博 物 館 で も 米国 で も 認め られ て いな いよ う 
で ある と Error 中 佐 は 述べ て いる ). Error 中 佐 は , 











と の 種 の 蝶 の 贅 緑 が 越冬 後 た 白化 する か どう か は 明か 
に し て いな い が , 彼 の 書き ぶり より 察する に 恐らく そ を 
れ ら の も の も 白化 する の で あろ うと 思わ れる . 然るに 
非常 に 興味 深い こと に , カナ ダ ・ 北 米 の 国境 附近 を 境 
に, それから 南 に 「2 化 性 |] の キ ベ リタ テハ が 産 する 
の で ある . と れ ら は 春先 に 越冬 か ら 出 て 来 て , 第 1 化 
が 暖 い 地方 で は 5 一 6 月 早く も 発生 し , 次 いで 第 2 
化 が 秋 ま で に 出る の で ある. 出現 時 期 は 場所 に よっ て 
一 定 し な い が , いずれ に せよ 2 化 性 で ある と と は 疑 な 
い . と これら の 型 C に 対し て MN. a. grandis EHRMANN の 
亜 種 名 が 与え られ て は いる が , W. a. 92@76o7eg 同様 
余り 認め られ て いな いと Errior 中 佐 は 言っ て いる . 
と の 2 化 性 も し く は 多 化 性 の も の は , 適 か 南 , メキ 

ジコ ・ シ ティ ー ( 北 回 帰 線 ょ り 更 に 南 ! ) の あたり に 

まで 見 られ る が , それ ら の 個体 は 互 に 殆ど 区 別 出 来 な 

い 程 , 南北 の 差 が 少 い そう で ある . 更 南 下 し て , 中 

南米 の 山地 (南米 の 記録 は ベネズエラ ) に , ずっ と 大 

型 で 黄色 の 半 線 の 幅広 い , AM. 2. 刀 omsonit と いう 亜 竹 

が 産 する . 
とこ ヽ で 特筆 すべ き と と は , と の 2 化 性 の も の で は , 

(我国 に お ける シー タテ ハ の ど と く ) 第 2 化 の 個体 が 

越冬 する の で ある が , 越冬 後 の 蝶 に は 決し て 半 緑 の 白 

化 が 認め られ な いと いう 事実 で ある . 合衆国 北部 で は 

無論 完全 な 越冬 の 状態 た 入る が , 南部 の カリ フォ ル ニ 

ア の 海岸 に 近い と と ろ で は , (丁度 表 日 本 の 温和 な 地方 

の アカ タテ ハ の よう に ) 真生 で も 特に 暖 い 日 な ど と は 

飛ぶ 個体 も ある と いう が, 両者 の いずれ も 常 と 真正 の 

| キ さ べり 」 で ある . また , と の 2 化 性 の 型 の 北上 群 と , 

アラ スカ ・ カ ナダ 和 糸 の 1 化 性 (恐らく 越冬 後に 将 線 白 

化 が 認め られ る も の ) の 南下 群 は , 東部 国境 附近 の オ 

ンタ リオ , ヒュ ー ロ ン 溢 近く の カナ ダ 領 で 混 棲 地帯 を 

形成 する と いう . 
以上 が Error 中 佐 の 論文 の 要点 で ある が , 次 に 彼 

目 身 の Summary を 訳出 し て お く . 

1 ) N. a. antioba と いう 亜 種 名 は , アラ スカ , カナ ダ 
か ら 東 へ 向っ て ヨー ロッ パ ,。 シベ リア , 黄 古 を 経て 
日 本 まで 分 布 する 1 化 性 の 型 対 し て 受入 れ ら れる 
べき で あり, と れ の 1 分 派 が 東南 チベット , 東部 ヒ 
マラ マヤ, 中 棄 西 部 に 産 する MN. 2. yedanula FRUH- 
STORFER で ある . 

2 ) 亜 種 名 NV. 2. grandis EHRMANN は , 合衆国 北部 
か ら メ キジ コ へ か け て 分 布 する 2 化 性 の 型 に 対し て 
受入 れ ら れる べき で あり , この 弄 の 1 分 派 が 中 米 に 
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産 す る NV. ga. thomsonit BUTLER で ある . 

と の よう に ErioT 中 佐 は 提案 し て いる . 


示唆 と も な れ ば 羊 で ある . 
終り C 参 考 文献 その 他 で 御手 数 を 炉 わ し た 磐 瀬 先 生 


さて , 日 本 で は キ を さり リタ テハ の 生活 史 は 未だ 連続 的 に 厚く 御礼 申 上 げ る . 
に は 発表 きれ て いな いし , その 越冬 の 時 期 及 び 条 件 , 王 要 文献 


閉 線 の 百 化 (これ は スジ ボソ ヤマ キチ ョ ウ の 越冬 後 の 
個体 に 見 られ る 汚染 現象 と 併せ て 研究 する と よい と 思 
う ) , 成虫 の 発生 地 と 採集 され た 地点 と の 関係 す な わ 
ち 羽 化 後 の 移動 な ど , 多く の 点 に つい て の 研究 は 未だ 
殆ど 緒 に つい て いな い 様 で も る の で , この 文 が 何 か の 
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あな た の 手 で 日 本 鱗 凌 学会 る 育て まし よう ノン 


[ 日 本 鱗 贅 学会 成長 の 要因 の 一 つ は 会 員 の 増加 で す 


未 入会 の 御 知 友 に 是非 御 入 会 を お す ヽ め 下 さい 
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兵 集 用 具 k 
品 貞 と 信用 ょ を 誇る 池村 へ . ノ 


【 池 村 の 標本 箱 】 


ドイ ツ 弄 標 本条 ( 唱 、 っ 付 コル ク 板 私 ) 
大 型 。 50.5x41.8 x6cm 1.200 
中 型 。 42.5x33x6cm 700 
甲虫 用 イン ロー 型 標本 箱 ( 桐 製 コル ク 板 敷 ) 

22 x31.5cm 230 


Ci 
が も ち ま す 





昆虫 標本 戸 扶 ( ド イツ 型 大 型 30 箱 入 ) 52.000 
ク ( 2 中 型 ヶ )33.000 
ク 20 箱 入 ) 25.000 
植物 標本 戸棚 ( 二 個 重 , 上 部 20 段 下部 20 段 ) 

大 型 ラ テック 浴 仕上 15.000 


, 
z ( 2 


塵 虫 ・ 和 植物 夏 究 用 具 ・ 理 科 出 器械 , 各種 題 微 鏡 


池 村 光 太 郎 商 店 


京都 市 中 京 区 丸太 町 通 寺 町 東入 南側 
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